
方法書、準備書の周知方法 

 市長が行う周知 事業者が行う周知 

条
例
で
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の 

◎告示 

告示内容 
 事業者の氏名・住所 
 事業の名称及び種類 
 事業の実施予定地 
 関係地域の範囲（準備書のみ） 
 図書の提出年月日 
 縦覧場所、期間、時間 
 環境の保全の見地からの意見を提

出することができる旨 
告示場所 
 市役所 
 各区役所・支所 
 各図書館 
 名古屋市公報（市公式ウェブサイト）

 
◎縦覧 

縦覧期間 
 告示日から 30 日間 
縦覧場所 
 市役所 
 各区役所 
 環境学習センター 
縦覧しているもの 
 図書一式 
 ちらし（意見の提出先を記載） 
 あらまし（事業者の協力を得て） 

◎図書の内容の周知 

周知方法 
 事務所等における図書の閲覧 
 次のうち適切な方法 
① 概要を平易に記載した印刷物の配布 
② 日刊新聞紙への掲載等 
③ その他適切な方法 

周知範囲 
 方法書：事業予定地とその周辺地域の住民 
 準備書：関係地域内の住民 

周知時期  
 縦覧期間内 

 
◎説明会の開催（準備書のみ） 

開催日時 
 縦覧期間内 

開催場所 
 関係地域内 

周知範囲 
 周知対象：関係地域内の住民 

周知時期 
 内容の周知と併せて行う 

そ
の
他 

条例に規定されていない内容 
◎ 広報なごやへの記事の掲載 
◎ 市政記者クラブへの情報提供 
◎ 市公式ウェブサイトでのお知らせ 

――― 

 
環境の保全の見地からの意見の提出について 

記載事項 

氏名・住所（法人等の場合は名称、代表者の氏名、主たる事務所の所在地）

意見の提出の対象である図書（方法書・準備書）の名称 

環境の保全の見地からの意見（日本語で意見の理由を含めて記載） 

提出方法 郵送または持参（締切日必着） 

 

※参加する者の参集の便

及び関係地域の範囲を考

慮して日時・場所を決める
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